
熊
本
県
が
中
国
・
広
西
壮
族

自
治
区
と
友
好
提
携
を
結
ん
で
、

今
年
で
三
十
周
年
。
こ
れ
を
記

念
し
た
日
中
交
流
会
が
七
月
十

七
日
、
区
都
の
南
寧
市
で
開
か

れ
、
県
訪
中
団
に
県
日
中
協
会

か
ら
も
三
十
余
人
が
参
加
、
祝

賀
ム
ー
ド
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

満
席
の
百
六
十
人
を
乗
せ
た

中
国
南
方
航
空
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
は
十
七
日
午
後
一
時
五
十
分

に
熊
本
空
港
を
飛
び
立
ち
、
三

時
間
四
十
分
後
に
南
寧
空
港
に

到
着
、
一
行
は
旅
装
を
解
い
た

後
、
午
後
七
時
半
（
日
本
時
間

同
八
時
半
）
か
ら
「
記
念
交
流

会
」
に
出
席
。
熊
本
県
や
県
議

団
、
友
好
提
携
を
結
ん
で
い
る

熊
本
市(

桂
林
市
）
、
八
代
市

（
北
海
市
）
の
関
係
者
な
ど
の

県
訪
中
団
と
地
元
・
南
寧
市
の

代
表
者
な
ど
、
合
わ
せ
て
約
五

百
人
が
交
流
会
に
臨
み
、
熊
本

県
と
南
寧
市
が
経
済
交
流
を
今

後
も
促
進
。
双
方
の
代
表
が
壇

上
で
覚
書
を
交
わ
し
、
祝
賀
会

に
入
り
ま
し
た
。

参
加
予
定
だ
っ
た
蒲
島
知
事

と
幸
山
熊
本
市
長
は
、
災
害
対

策
で
取
り
や
め
、
代
わ
り
に
副

知
事
ら
が
参
加
。
熊
本
か
ら
ゆ

る
キ
ャ
ラ
で
人
気
の
く
ま
モ
ン

が
会
場
を
沸
か
せ
、
女
性
歌
手

のD
O
Y
O

組
も
熊
本
の
歌
を
披

露
、
南
寧
市
か
ら
民
族
舞
踊
団

が
優
美
な
踊
り
を
舞
い
、
熱
気

に
包
ま
れ
た
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
は
日
中
友
好
の
花
が
開
い
て

い
ま
し
た
。

県
日
中
協
会
は
、
翌
十
八
日

か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
国
境
の
「
徳

天
の
大
瀑
布
」
と
風
光
明
媚
な

そ
の
周
辺
の
観
光
へ
、
そ
し
て

四
日
目
の
夜
は
熊
本
県
の
渡
辺

真
弓
さ
ん
の
ご
配
慮
で
「
日
本

留
学
会
（
留
学
経
験
者
）
」
と

の
夕
食
交
流
会
を
開
き
、
友
好

を
深
め
ま
し
た
。

親
し
く
な
っ
た
協
会
メ
ン
バ
ー

と
の
四
泊
五
日
の
旅
も
あ
っ
と

言
う
間
、
二
十
一
日
午
後
一
時

半
、
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

[

詳
細
は
二
、
三
面
に
掲
載]
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日中双方の代表が今後の経済交流
などを誓って覚書を交わしました

南寧市から華麗な中国の舞踊を
披露、拍手を浴びました

く
ま
モ
ン
も
参
加

日
中
友
好
に
一
役
買
い
ま
し
た

平
成
24
年
度

主
な
事
業
計
画

（
６
月
18
日
の
理
事
会
で
承
認
）

◎
日
中
交
流
の
事
業
推
進

◎
会
報
の
発
行

◎
協
会
運
営
の
活
動
強
化

◎
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会

◎
40
周
年
記
念
誌
の
発
行

◎
広
西
壮
族
自
治
区
訪
中

団
（
実
施
済
み
）

◎
第
31
回
・
熊
本
春
節
祝

賀
会

◎
中
国
文
化
の
紹
介
活
動

◎
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
へ
の
協
力

熊
本
県
日
中
協
会
の
創
立

40
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

の
日
程
が
、
記
念
講
演
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
程
永
華

中
国
駐
日
大
使
の
要
望
に
よ

り
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
は
10
月
頃
に
改
め
て
ご

案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。



広
西
壮
族
自
治
区
と
熊
本
県

の
友
好
提
携
三
十
周
年
記
念
式

典
を
終
え
た
翌
十
八
日
か
ら
三

日
間
、
ア
ジ
ア
最
大
の
滝
「
徳

天
瀑
布
」
へ
。

県
日
中
協
会
の
一
行
三
十
人

を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
ベ
ト
ナ
ム

国
境
へ
。
六
年
前
に
完
成
し
た

ば
か
り
の
高
速
道
路
を
経
由
し

て
約
二
百
㌔
。
途
中
の
景
色
は

桂
林
を
思
わ
せ
る
奇
岩
の
連
続
。

カ
ル
ス
ト
台
地
特
有
の
石
灰
岩

が
侵
食
さ
れ
、
え
ぐ
り
取
ら
れ

た
山
肌
は
、
周
り
の
水
辺
や
南

国
の
植
物
と
一
緒
に
し
っ
と
り

し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

そ
ん
な
「
百
里
画
廊
」
を
過

ぎ
、
山
間
に
現
れ
た
の
は
「
徳

天
瀑
布
」
。
幅
約
二
百
㍍
、
高

さ
七
十
㍍
。
帰
春
河
の
上
流
に

あ
り
、
河
を
堺
に
向
か
い
は
ベ

ト
ナ
ム
。
瀑
布
の
上
流
は
大
小

の
滝
が
、
幾
重
に
も
折
り
重
な

る
よ
う
に
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
自

然
の
見
事
な
営
み
を
形
成
す
る
。

ま
さ
に
幻
想
の
世
界
に
浸
っ
て

い
る
よ
う
。

い
よ
い
よ
狭
い
階
段
を
降
り

て
瀑
布
見
物
。
小
さ
な
船
着
場

で
筏
に
乗
り
滝
の
す
ぐ
下
ま
で

行
く
。
ご
う
音
と
水
し
ぶ
き
で

圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
夏

場
は
水
量
も
多
く
、
ひ
と
き
わ

勢
い
が
増
す
と
い
う
。
ま
た
秋

の
紅
葉
時
に
訪
れ
た
く
な
る
気

分
に
な
っ
た
。
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筏に乗って滝の下へ

筏に乗ってさあ瀑布見物へ出発

下流は一転、静かな棚田のように
流れを変えていました

徳天瀑布の上流にある曲がりくねった
黒水河。河をはさんだ丸い山がのどか
な感じを与える

徳天瀑布の上流は幾つもの滝が流れ、
大きな水の音とともに水煙を上げ、
躍動感あふれていました

右
側
が
中
国
、
左
側

が
ベ
ト
ナ
ム

二
つ
の
国
に
跨
る
こ

と
か
ら
、
別
名
・
跨

国
大
瀑
布
と
言
わ
れ

て
い
ま
す

中国の広大な土地に埋設するガス管・
ケーブル等の被害を防ぐため、中国政
府のインフラに役立つシート溶着機

産廃等の燃える物をマイナスイオン
により1/250に減量処理し、環境
に特化したセラミック生成装置

光・ＴＥＬ・ＬＡＮ等の
配線工事、高所作業車を
使った仕事を得意として
います。
興味がおありの方は連絡
して頂ければ資料等お送
り致します。



明
仕
河
沿
い
の
竹
林
や
峰
々

を
背
景
に
、
一
大
観
光
地
が
広

が
る
。
滝
の
余
韻
を
残
し
て
、

そ
の
ま
ま
約
50
㌔
離
れ
た
明
仕

山
荘
に
宿
を
移
す
。

一
帯
は
「
明
仕
田
園
」
と
呼

ば
れ
る
景
勝
地
。
翌
朝
、
食
事

後
に
付
近
を
自
由
散
策
。
筏
に

乗
っ
て
河
を
下
る
と
、
川
面
か

ら
老
人
の
笛
の
音
が
、
岸
辺
か

ら
は
女
性
の
歌
声
が
聞
こ
え
る
。

こ
の
日
泊
ま
っ
た
民
間
の
ホ

テ
ル
が
編
み
出
し
た
観
光
事
業

で
、
徳
天
瀑
布
も
そ
の
中
の
一

つ
。
竜
眼
（
茘
枝
の
一
種
）
を

買
い
付
け
に
来
て
い
た
広
東
省
・

広
州
市
の
業
者
が
「
も
っ
た
い

な
い
」
と
起
業
グ
ル
ー
プ
を
募
っ

て
約
十
年
前
か
ら
開
発
に
乗
り

出
し
、
観
光
地
化
。
六
年
前
に

は
高
速
道
路
も
完
成
。
近
年
、

中
国
に
は
珍
し
い
、
民
間
の
将

来
が
楽
し
み
な
新
興
観
光
地
と

言
え
そ
う
で
す
。

広
西
壮
族
自
治
区
は
、
八
月

一
日
、
豪
雨
災
害
の
見
舞
金
と

し
て
、
30
万
㌦
（
約
二
千
四
百

万
円
）
を
熊
本
県
に
贈
り
ま
し

た
。
自
治
区
の
代
理
と
し
て
、

李
天
然
中
国
駐
福
岡
総
領
事
が

県
庁
を
訪
れ
、
蒲
島
知
事
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
（
熊
日

記
事
よ
り
）
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切り立った山肌を背景に、左右の竹林を
かき分けるように川下りの船が客を運ぶ

農作業に励む若者たち
特産のバナナを売る露店が立ち並ぶ

沿道にはバナナ畑が迫り、情緒豊か

人
民
元
の
二
十
元
札
の
背
景

を
飾
っ
た
明
仕
山
河
と
山
々
。

悠
久
の
世
界
だ

川
の
ほ
と
り
で
歌
声
を
披
露

す
る
広
西
壮
族
の
女
性
た
ち
。

底
抜
け
に
明
る
い
。

徳天から明仕への途中、道路工事で
一時立ち往生もありまして・・・

宿泊した明仕山荘。現地の伝統建
築をもとに建てられた見事な造り
は旅の疲れを癒してくれました。



訪
中
団
最
後
の
夜
の
二
十
日
、

日
本
留
学
を
経
験
し
た
南
寧
市

在
住
の
十
人
を
招
い
て
の
交
流

会
を
開
き
ま
し
た
。

県
南
寧
市
事
務
所
長
の
渡
辺

真
弓
さ
ん
の
橋
渡
し
で
実
現
。

中
国
側
代
表
の
楊
宙
飛
さ
ん
が

流
暢
な
日
本
語
で
当
時
の
思
い

出
を
熱
く
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
ブ
ル
で
は
近
況
を
互
い
に

紹
介
し
合
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
は
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。

ま
た
、
熊
本
の
日
本
酒
も
持

参
、
久
し
ぶ
り
の
匂
い
を
嗅
ぎ

な
が
ら
話
題
に
花
が
咲
き
、
く

ま
モ
ン
の
付
い
た
お
土
産
に
大

喜
び
で
し
た
。
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日
本
留
学
会
と
の
交
流
会
で

思
い
出
の
記
念
写
真

中国とベトナムとの国境にある
友誼関

談
笑
す
る
高
野
正
博

訪
中
団
長

フランス植民地時代に建設
された建物

今
年
は
県
日
中
協
会
創
立

40
周
年
、
そ
し
て
日
中
国
交

正
常
化
40
周
年
の
節
目
の
年
。

協
会
で
は
記
念
式
典
を
設
立

月
に
合
わ
せ
て
11
月
23
日
に

開
催
、
例
年
７
月
の
総
会
を

合
わ
せ
実
施
、
中
国
大
使
の

記
念
講
演
を
予
定
す
る
な
ど
、

盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
紙
面
で

ご
紹
介
し
ま
し
た
広
西
壮
族

自
治
区
と
県
の
友
好
提
携
30

周
年
記
念
に
協
会
訪
中
団
を

結
成
、
現
地
で
日
本
留
学
経

験
者
と
の
協
会
独
自
の
交
流

会
も
開
き
、
互
い
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
協
会
の
財
政
面

も
含
め
た
健
全
化
を
図
る
た

め
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
会

員
の
増
大
、
そ
れ
に
つ
な
げ

る
魅
力
溢
れ
る
協
会
活
動
に

着
手
中
で
す
。

皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

挨拶する中国側の代表楊宙飛
さん。隣は柏木明会長

积 少 成 多
日
中
友
好
交
流
の
象
徴
と
し
て
、
歴
史

に
そ
の
名
を
残
す
中
国
革
命
の
父
・
孫
文

と
熊
本
県
荒
尾
市
出
身
の
宮
崎
滔
天
。
日

中
国
交
正
常
化
40
周
年
を
記
念
し
て
、

「
孫
文
と
宮
崎
滔
天
」
や
「
日
本
と
中
国
」

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
10
月
に
「
孫
文
」

（
角
川
書
店
）
を
執
筆
し
た
国
際
政
治
学

者
の
舛
添
要
一
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

平
成
24
年
10
月
13
日
（
土
）

午
後
２
時
よ
り

場
所

熊
本
大
学
工
学
部
百
周
年

記
念
館

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


